
中
国
文
化
を
咀
噌
し
て
、
江
戸
中
期
以
後
の
文
芸
の
領
域
に
重
要

な
影
響
を
与
え
た
木
村
兼
葭
堂
は
、
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
流
し
た
。

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
画
家
た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
池
大
雅
や

浦
上
玉
堂
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
大
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る

が
、
松
本
奉
時
や
上
田
耕
夫
ら
の
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
に
つ
い
て

は
、
今
な
お
、
研
究
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
従
来
の
江
戸
絵

画
史
研
究
は
、
多
少
と
も
誇
張
し
て
云
え
ば
、
江
戸
と
京
都
の
絵
画

史
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
大
坂
画
壇
の
研
究
が
立
ち
遅
れ
た
理
由
に
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
大
阪
経
済
界
の
没
落
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
簡
潔
に
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
近

代
的
学
問
の
特
質
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
原
因
の
一
端
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

［
二
○
○
一
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
大
坂
の
学
藝

大
坂
の
絵
画
・
兼
葭
堂
と
そ
の
周
辺

さ
て
、
明
治
維
新
に
は
じ
ま
る
日
本
の
近
代
社
会
は
、
江
戸
時
代

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
中
国
文
化
を
放
棄
し
、
一
転
し
て
、
西
洋

文
化
に
憧
れ
の
眼
差
し
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
正
確
に
は
、
日
本
が
明
治
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）
に
、
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

清
朝
の
敗
北
と
共
に
、
日
本
の
社
会
は
、
一
般
庶
民
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
一
部
の
知
識
階
層
に
至
る
ま
で
、
中
国
趣
味
へ
の
関
心
を
急

速
に
失
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
情
勢
は
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
西
洋
文
化
の

紹
介
を
陸
続
と
行
っ
た
文
芸
誌
、
た
と
え
ば
明
治
四
十
三
年
（
一
九

一
○
）
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
白
樺
』
に
よ
る
セ
ザ
ン
ヌ
、
フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
、
ロ
ダ
ン
の
紹
介
な
ど
の
影
響
で
、
中
国
文
化
の
影
響
は
、

中
谷
伸
生
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日
本
美
術
に
限
定
し
て
眺
め
て
も
、
大
正
期
に
お
い
て
、
決
定
的
に

衰
退
の
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
後
期
の
大
半
の

文
人
画
は
、
「
つ
く
ね
芋
山
水
」
と
い
う
、
い
わ
れ
な
き
蔑
称
を
与

え
ら
れ
、
大
き
く
評
価
を
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、

中
国
的
要
素
の
濃
厚
な
大
坂
の
画
家
た
ち
の
絵
画
が
研
究
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
後
、
中
国
の
影
響
を
脱
し

た
日
本
の
近
代
美
術
は
、
全
体
と
し
て
眺
め
る
と
、
中
国
及
び
日
本

と
西
洋
と
の
、
い
わ
ば
東
西
五
分
五
分
の
折
衷
で
は
な
く
、
お
そ
ら

く
八
割
以
上
は
西
洋
に
傾
斜
し
た
内
容
に
な
っ
た
、
と
い
え
る
だ
ろ

壷
『
ノ
○

こ
う
し
た
西
洋
文
化
へ
の
憧
れ
は
、
画
家
や
彫
刻
家
の
み
な
ら
ず
、

美
術
批
評
家
や
美
術
史
家
に
も
見
ら
れ
、
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
批

評
や
研
究
の
対
象
が
、
中
国
的
な
要
素
を
含
ん
だ
美
術
作
品
で
は
な

く
、
と
も
か
く
も
、
西
洋
美
術
の
影
響
を
受
け
た
作
品
に
集
中
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
と
の

関
係
を
重
視
し
、
洋
画
を
中
心
に
据
え
た
近
世
近
代
美
術
史
の
研
究

が
隆
盛
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
洋
の
陰
影
法
を
採
り

入
れ
た
渡
辺
華
山
の
文
人
画
を
手
始
め
に
、
秋
田
蘭
画
か
ら
高
橋
由

一
に
至
る
稚
拙
な
洋
風
画
、
さ
ら
に
は
明
治
・
大
正
期
の
洋
画
家
た

ち
、
中
で
も
、
一
定
の
水
準
を
示
す
絵
画
も
若
干
あ
る
と
は
い
え
、

拙
い
作
品
の
多
い
岸
田
劉
生
な
ど
が
、
近
代
美
術
の
代
表
者
と
さ
れ

た
。
加
え
て
、
東
京
美
術
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
黒
田
清
輝
の
、
と

り
わ
け
凡
庸
な
「
湖
畔
」
が
指
定
物
件
に
な
り
、
学
校
教
科
書
に
写

真
入
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

美
術
批
評
の
重
大
な
誤
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
西
洋

志
向
に
基
づ
く
研
究
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近

代
に
至
る
文
人
画
及
び
そ
れ
と
関
連
す
る
絵
画
が
、
著
し
く
低
く
見

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
、
評
価
を
下
げ

ら
れ
た
の
が
、
比
較
的
中
国
的
な
要
素
の
強
い
近
世
近
代
の
大
坂

（
阪
）
画
壇
の
絵
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
う
一
つ
、

大
坂
の
画
家
た
ち
が
忘
れ
ら
れ
た
理
由
を
挙
げ
る
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

と
岡
倉
天
心
の
美
術
批
評
の
価
値
観
が
、
明
治
以
降
の
美
術
史
学
及

び
美
術
批
評
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。
天
心
ら

は
、
近
代
的
に
脱
皮
し
た
狩
野
派
（
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
）
を
高
く

評
価
し
、
伝
統
に
連
な
る
中
国
的
文
人
画
を
批
判
し
、
写
生
の
立
場

に
立
つ
円
山
四
条
派
に
つ
い
て
は
、
円
山
応
挙
は
と
も
か
く
、
多
く

の
四
条
派
画
家
た
ち
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
天
心
の
評
価
か
ら

滑
り
落
ち
た
画
家
た
ち
の
中
に
、
大
坂
の
画
家
が
た
く
さ
ん
い
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
江
戸
時
代
の
絵
画
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
日
本
の
文
人

画
（
南
画
）
は
、
京
都
で
活
躍
し
た
池
大
雅
、
そ
れ
に
大
坂
毛
馬
の

出
身
で
、
や
は
り
京
都
で
活
躍
し
た
与
謝
蕪
村
ら
に
よ
っ
て
、
き
わ

め
て
高
い
水
準
に
到
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
通
常
、
彼
ら
が
日
本
の

文
人
画
の
大
成
者
と
呼
ば
れ
る
が
、
大
雅
も
蕪
村
も
、
中
国
の
文
人
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画
（
南
宗
画
）
を
充
分
に
理
解
し
て
絵
画
制
作
を
行
っ
た
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
時
代
中
期
の
日
本
に
あ
っ
て

は
、
中
国
文
化
の
移
植
は
、
ま
だ
ま
だ
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
雅
や
蕪
村
の
周
辺
に
は
、
中
国
文
化
に

憧
れ
た
、
当
代
き
っ
て
の
文
人
た
ち
、
つ
ま
り
詩
人
や
画
家
を
は
じ

め
と
す
る
知
識
人
、
教
養
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
文
人
た

ち
の
中
に
あ
っ
て
、
大
坂
の
文
人
た
ち
の
存
在
は
き
わ
め
て
重
要
で

あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
大
雅
に
師
事
し
て
絵
画
を
学
ん
だ
兼
葭
堂
な

ど
は
、
そ
の
筆
頭
で
あ
ろ
う
。
大
坂
夏
の
陣
で
戦
死
し
た
後
藤
又
兵

衛
基
次
の
子
孫
で
あ
る
木
村
兼
葭
堂
（
一
七
三
六
’
一
八
○
三
は
、

大
坂
北
堀
江
で
酒
造
業
を
営
み
な
が
ら
、
本
草
学
を
中
心
に
し
つ
つ
、

詩
書
画
を
学
び
、
古
今
東
西
の
書
籍
、
金
石
、
絵
画
そ
の
他
の
骨
董

や
博
物
標
本
類
の
収
集
に
努
め
、
版
本
の
出
版
に
も
情
熱
を
注
い
だ

浪
華
の
文
人
で
あ
る
。
そ
の
名
前
は
全
国
各
地
に
知
れ
わ
た
り
、
浦

上
玉
堂
や
浜
田
杏
堂
を
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
の
文
人
呈
客
と
親
交
を

重
ね
、
兼
葭
堂
の
住
処
は
、
い
わ
ゆ
る
文
化
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
溜
り

場
と
な
っ
て
い
た
。
一
般
に
、
兼
葭
堂
の
絵
画
は
、
素
人
芸
で
稚
拙

で
あ
る
と
い
う
の
が
通
り
相
場
で
あ
る
が
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵

の
「
米
法
山
水
図
」
（
統
本
墨
画
・
天
明
六
年
作
）
や
「
花
蝶
之
図
」
（
絹

本
着
色
）
を
見
れ
ば
、
画
家
と
し
て
の
実
力
が
予
想
以
上
に
高
い
こ

と
と
、
中
国
文
化
に
対
す
る
学
識
の
手
堅
さ
に
、
改
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
「
米
法
山
水
図
」
上
部
に
は
、
細
合
半
斎
の

題
詩
が
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
隣
に
奥
田
元
継
の
賛
が
あ
り
、
最
後
に

兼
葭
堂
自
身
の
墨
書
で
、
こ
の
絵
画
を
小
倉
東
渓
の
た
め
に
描
い
た
、

と
記
し
て
い
る
。
東
渓
は
長
崎
派
の
画
家
で
あ
る
。
ま
た
、
「
花
蝶

之
図
」
右
下
に
は
「
撫
清
人
鄭
山
如
設
色
於
澄
心
斎
中
」
と
墨
書
が

見
ら
れ
、
清
人
の
鄭
山
如
、
つ
ま
り
沈
南
蘋
の
弟
子
で
あ
っ
た
来
舶

画
人
の
鄭
培
の
画
に
撫
っ
て
、
兼
葭
堂
の
画
室
澄
心
斎
の
中
で
描
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
の
絵
画
は
、
棄
葭
堂
と
長
崎
派

の
関
係
を
示
す
貴
重
な
絵
画
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
兼
葭

堂
の
絵
画
の
作
風
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、

画
家
と
し
て
の
兼
葭
堂
は
、
周
辺
に
集
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
画
家
た

ち
の
作
風
を
糧
に
し
て
画
技
を
磨
き
、
江
戸
後
期
の
各
派
融
合
の
流

れ
の
中
心
を
占
め
た
重
要
な
文
人
画
家
で
あ
る
。

そ
う
し
た
雰
囲
気
を
呼
び
起
こ
す
寄
せ
書
き
の
扇
面
画
が
遣
さ
れ

て
い
る
。
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
大
坂
文
人
合
作
扇
面
」
（
紙

本
墨
画
淡
彩
・
一
七
・
八
×
五
○
・
五
四
が
そ
れ
で
あ
る
が
（
次
頁
参
照
）
、

画
面
右
か
ら
、
白
文
方
印
「
月
」
「
倍
」
、
続
い
て
墨
書
「
山
水
篭
将

真
臥
遊
不
労
遠
々
帆
似
待
風
常
覚
波
間
穏
、
半
翁
」
及
び
朱
文
方
印

「
合
」
「
離
」
、
続
い
て
「
一
遊
案
時
客
為
斯
太
古
民
洞
中
花
在
喚
澪

公
烏
相
訓
耕
擾
無
租
税
優
遊
有
釣
影
（
ヵ
）
恨
々
尋
水
長
楽
事
是
天

倫
題
桃
源
図
、
山
陰
（
花
押
）
」
、
続
い
て
墨
書
「
午
睡
醒
来
己
遠
鯆

不
図
琉
酎
賑
寒
厨
一
般
嘗
得
三
重
味
天
上
如
何
天
下
無
、
謝
人
恵
琉

酒
、
拙
古
」
、
続
い
て
「
新
篁
古
石
、
巽
斎
」
及
び
白
文
方
印
「
世
粛
」
、
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木村茉葭堂ほか｢大坂文人合作扇面｣,江戸後期

続
い
て
墨
書
「
熊
岳
爲
」
及
び
白
文
方
印
「
□
□
」
、
続
い
て
墨
書
「
五

岳
」
及
び
朱
文
方
印
「
元
」
「
素
」
、
続
い
て
画
面
左
上
に
墨
書
「
方

中
」
及
び
朱
文
方
印
「
芳
（
ヵ
）
」
「
中
」
、
続
い
て
左
下
隅
に
墨
書
「
奉

時
」
及
び
白
文
方
印
「
以
（
ヵ
）
」
「
建
（
ヵ
）
」
と
並
ん
で
お
り
、
兼

葭
堂
と
そ
の
周
辺
の
画
家
及
び
儒
学
者
ら
と
の
合
作
扇
面
と
な
っ
て

い
る
。
さ
て
、
画
面
右
上
隅
に
山
水
を
描
い
た
の
は
月
倦
で
あ
る
。

尾
張
の
出
身
で
伊
勢
山
田
の
寂
照
寺
中
興
の
画
僧
で
あ
っ
た
月
倦
は
、

山
水
人
物
を
多
産
し
た
。
そ
の
荘
洋
と
し
た
山
水
図
は
、
そ
れ
な
り

の
味
が
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
筆
さ
ば
き
は
、
い
さ
さ
か
切
れ
味
が

悪
い
。
こ
の
扇
面
画
の
山
水
も
同
様
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

月
倍
の
絵
の
す
ぐ
下
に
半
翁
、
す
な
わ
ち
兼
葭
堂
の
仲
人
を
つ
と
め

た
儒
学
者
の
細
合
半
斎
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
半
斎
は
名
が
離
、
晩

年
に
方
明
と
改
め
て
い
る
。
そ
の
隣
に
は
山
陰
の
睾
害
が
見
ら
れ
る

が
、
山
陰
と
は
京
都
の
儒
者
佐
野
山
陰
（
一
七
四
九
’
一
八
一
八
）
で

あ
ろ
う
。
山
陰
の
下
に
は
、
如
何
に
も
文
人
趣
味
の
感
が
あ
る
兼
葭

堂
の
「
岩
に
蘭
図
」
が
描
か
れ
る
。
〈
岩
に
蘭
〉
と
い
う
モ
テ
ィ
ー

フ
は
、
兼
葭
堂
が
好
ん
だ
画
題
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
伊

勢
松
阪
の
小
津
松
濤
庵
伝
来
の
「
岩
二
藺
図
」
（
紙
本
墨
画
・
一
○
一
・

五
×
二
八
・
五
四
な
ど
、
と
き
ど
き
遣
存
す
る
作
品
に
出
く
わ
す
こ

と
が
あ
る
。
広
義
に
い
っ
て
、
長
崎
派
の
文
人
画
で
あ
る
。
さ
て
、

そ
の
左
上
方
に
は
拙
古
、
つ
ま
り
奥
田
元
継
の
墨
書
が
あ
り
、
続
い

て
画
面
中
央
に
、
や
は
り
「
岩
に
藺
図
」
を
描
い
て
い
る
岡
熊
嶽
（
一
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七
六
二
’
一
八
三
三
）
が
位
置
し
て
い
る
。
熊
嶽
は
、
「
浪
華
な
ま
り
』

や
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
に
名
前
が
載
る
大
坂
画
人
で
、
兼
葭
堂
と

交
流
し
、
は
じ
め
福
原
五
岳
に
入
門
し
た
が
、
そ
の
後
に
独
立
し
て

諸
流
派
を
学
ん
で
一
家
を
成
し
た
。
上
町
及
び
尾
張
坂
で
暮
ら
し
、

蘭
の
栽
培
で
有
名
で
あ
る
。
兼
葭
堂
十
三
回
忌
書
画
展
に
「
春
林
書

屋
図
」
を
出
品
し
た
。
こ
れ
に
続
く
福
原
五
岳
（
一
七
三
○
’
一
七
九

九
）
は
、
こ
こ
で
は
太
湖
石
と
竹
を
描
い
て
い
る
。
本
町
界
隈
に
住

み
、
や
は
り
兼
葭
堂
と
交
流
し
た
画
家
で
、
号
が
五
岳
、
名
は
元
素

で
あ
る
。
京
で
池
大
雅
に
山
水
人
物
を
習
い
、
や
が
て
大
坂
に
出
て

大
雅
風
の
文
人
画
を
広
め
た
と
い
う
。
五
岳
の
交
際
範
囲
は
広
く
、

細
合
半
斎
、
中
井
竹
山
、
片
山
北
海
、
頼
春
水
、
慈
雲
尊
者
ほ
か
、

多
岐
に
わ
た
る
。
五
岳
は
人
物
画
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
大
雅
に

酷
似
す
る
や
わ
ら
か
い
線
描
の
人
物
図
も
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
硬

質
の
線
描
を
特
徴
と
し
、
少
々
潤
い
に
欠
け
る
よ
う
で
あ
り
、
む
し

ろ
山
水
図
に
佳
品
が
あ
る
、
と
い
え
な
い
か
。
次
に
、
画
面
左
上
部

隅
に
「
松
に
水
仙
」
を
描
い
た
中
村
芳
中
（
生
没
年
不
註
は
、
平
野

町
や
内
本
町
で
暮
ら
し
、
大
坂
琳
派
の
代
表
者
と
し
て
全
国
的
に
画

名
が
高
く
、
琳
派
風
の
た
ら
し
こ
み
の
技
法
は
絶
妙
で
あ
っ
た
。
光

琳
に
私
淑
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
厚
み
の
あ
る
技
法
は
、
む
し
ろ
宗

達
を
想
起
さ
せ
る
。
し
ば
し
ば
贋
作
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
な
か
な
か
人
気
の
あ
っ
た
画
家
だ
と
推
測
で
き
る
。
兼
葭
堂

と
の
交
流
で
重
要
な
事
跡
は
、
『
兼
葭
堂
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る

通
り
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
正
月
十
一
日
に
、
芳
中
の
紹
介
で

青
木
木
米
が
兼
葭
堂
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
芳
中
は
兼
葭

堂
没
後
十
三
回
忌
展
に
「
白
象
図
」
を
出
品
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
小
画
面
の
扇
面
画
に
描
か
れ
た
各
々
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
い
わ
ゆ

る
文
人
画
の
定
石
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
細
合
半
斎
や
奥
田
元

継
ら
の
害
と
相
俟
っ
て
、
文
人
交
流
の
世
界
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

ご
く
親
し
い
友
人
や
知
人
の
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
内
部

で
流
通
す
る
小
画
面
の
絵
画
が
文
人
画
の
ひ
と
つ
の
特
質
だ
と
す
る

な
ら
、
こ
の
「
大
坂
文
人
合
作
扇
面
」
は
、
文
人
画
と
は
何
か
、
と

い
う
問
い
に
直
裁
に
答
え
る
作
品
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
最
後
に
、
画

面
左
下
隅
に
「
奉
時
」
、
す
な
わ
ち
松
本
奉
時
が
筆
を
採
っ
た
。
お

そ
ら
く
こ
の
扇
面
画
の
構
成
は
、
大
坂
の
画
家
松
本
奉
時
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
蠣
畭
（
蝦
臺
を
描
い
た
と
『
近
世
逸
人

画
史
』
（
岡
田
樗
軒
萱
に
記
さ
れ
る
松
本
奉
時
は
、
『
奉
時
清
玩
帖
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
し
ば
し
ば
掛
幅
、
画
帖
、
扇
面
画
な
ど
を
用
い

て
大
坂
の
画
家
た
ち
の
合
作
を
企
て
た
、
い
わ
ば
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
っ
て
、
大
坂
画
壇
の
中
で
は
地
味
な
が
ら
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
兼
葭
堂
と
の
親
し
い
関
係
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
画
面
で

は
、
各
々
小
さ
な
水
墨
画
が
比
較
的
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
松
本
奉
時
が
、
こ
の
扇
面
を
持
ち
歩
い
て
揮
毫
を
依
頼
し
、
完

成
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
め
役
と
し
て
画
面
左
下
隅
に
自

ら
の
絵
画
を
描
く
の
は
、
寄
書
の
き
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
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同
様
の
作
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
比
較
的
大
き
な
画
面
に
よ
る
寛
政

八
年
か
ら
十
年
制
作
（
一
七
九
六
’
九
八
）
の
個
人
蔵
「
諸
名
家
合
作

（
松
本
奉
時
に
依
る
）
」
（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
二
一
・
○
×
六
○
・
○
四
が
知

ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
慈
雲
飲
光
、
日
野
資
技
、
西
依
成
斎
、
中
井

竹
山
、
六
如
慈
周
、
細
合
半
斎
、
皆
川
漠
園
、
墨
江
武
禅
、
福
原
五

岳
、
中
江
杜
徴
、
森
周
峯
、
円
山
応
瑞
、
奥
田
元
継
、
森
柤
仙
、
木

村
義
葭
堂
、
伊
藤
若
沖
、
伊
藤
東
所
、
長
沢
芦
雪
、
月
倦
、
上
田
耕

夫
、
篠
崎
三
嶋
、
松
村
呉
春
ら
京
、
大
坂
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る

寄
せ
書
き
が
見
ら
れ
、
画
面
左
下
に
松
本
奉
時
の
所
蔵
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。
や
は
り
、
松
本
奉
時
が
呼
び
か
け
た
寄
せ
書
き
で
あ
る
。

画
面
中
央
左
の
場
所
に
、
兼
葭
堂
が
、
謹
厳
と
も
思
え
る
し
っ
か
り

と
し
た
筆
使
い
で
「
竹
に
猿
」
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
「
諸
名
家
合

作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）
」
は
、
結
局
、
日
本
で
は
売
れ
ず
、
平
成
十

三
年
（
二
○
○
二
冬
に
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
購
入
し

て
海
外
に
流
出
し
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
価
格
四
百
万
円
は
、
決
し

て
高
く
は
な
い
金
額
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
美
術
館
、
博
物
館
の
関

心
を
呼
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
話
を
戻
す
と
、
関
西
大
学

図
書
館
所
蔵
の
扇
面
画
に
、
松
本
奉
時
は
山
水
図
を
添
え
た
が
、
奉

時
が
蠣
畭
の
み
な
ら
ず
、
掛
幅
に
優
れ
た
山
水
図
を
描
い
た
こ
と
は

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
で
も
、
京
都
縄
手
や
大
阪
高
麗
橋
辺

り
の
骨
董
街
を
歩
く
と
、
た
ま
に
奉
時
の
山
水
図
に
出
会
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
山
水
を
見
る
と
、
手
前
に
大
き
な
樹
木
を

配
置
し
て
、
遠
景
に
な
だ
ら
か
な
丘
陵
あ
る
い
は
山
岳
を
描
き
、
中

景
の
湖
水
に
は
舟
を
浮
か
べ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
文
人
画
の
趣
で
あ

ブ
（
》
○

こ
れ
ら
の
他
に
兼
葭
堂
と
交
流
し
た
画
家
た
ち
の
特
質
と
大
坂
で

の
住
居
と
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
本
町
北
小
路
に
住
ん
で
い

た
藤
九
鴬
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
頃
ま
で
活
躍

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
味
わ
い
の
あ
る
筆
致
や
代
潴
を
う
ま

く
使
っ
た
山
岳
風
景
な
ど
、
大
雅
風
の
山
水
図
で
知
ら
れ
る
文
人
画

家
で
あ
る
。
大
雅
に
は
遠
く
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
作
品
に
は

品
格
が
あ
っ
て
、
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
や
は
り
大
雅
を
慕

っ
た
愛
石
の
山
水
図
と
同
水
準
の
山
水
画
を
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

江
戸
堀
や
高
麗
橋
を
転
々
と
し
た
狩
野
派
の
森
周
峯
（
一
七
三
八
’
一

八
二
三
）
は
、
猿
猴
を
描
い
て
名
を
な
し
た
森
狙
仙
の
兄
に
あ
た
り
、

風
俗
画
を
も
学
ん
で
い
る
。
さ
て
、
兼
葭
堂
の
門
に
入
っ
て
学
び
、

心
斎
橋
で
暮
ら
し
た
八
木
巽
処
（
一
七
七
一
’
一
八
三
六
）
は
、
絵
画

も
描
い
た
が
、
む
し
ろ
儒
学
者
、
書
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
て
、
作

品
数
は
比
較
的
少
な
く
、
し
か
も
小
品
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

小
画
面
に
記
さ
れ
た
謹
厳
な
款
記
「
巽
処
」
は
、
兼
葭
堂
の
そ
れ
に

呼
応
す
る
。
高
津
に
墓
が
あ
る
山
水
花
烏
画
を
得
意
と
し
た
浜
田
杏

堂
（
一
七
六
六
’
一
八
一
四
）
は
、
福
原
五
岳
に
絵
画
を
学
ん
だ
大
坂

の
医
者
で
あ
っ
て
、
江
戸
後
期
の
各
派
融
合
の
有
様
を
明
白
に
示
す

画
家
で
、
文
人
画
や
四
条
派
風
の
写
生
な
ど
、
種
々
の
様
式
を
縦
横
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に
こ
な
し
つ
つ
、
細
部
描
写
に
独
自
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た
。
狂

歌
を
好
ん
だ
島
之
内
の
丹
羽
桃
渓
（
一
七
六
○
’
一
八
二
二
）
も
兼
葭

堂
と
交
流
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
蔀
関
月
の
門
人
で
あ
っ
て
、
風
俗

画
を
よ
く
し
た
流
行
作
家
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
。
一
風
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
京
町
堀
で
酒
造
業
を
営
ん
だ
大
坂
の
戯
画
の
作
者
で
、

戯
作
や
茶
利
浄
瑠
璃
に
も
手
を
染
め
、
芝
居
に
も
出
た
耳
烏
斎
の
名

前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
耳
烏
斎
は
、
「
非
僧
非
俗
以
酒
為
名
」
と
い
う

人
を
喰
っ
た
白
文
方
印
を
用
い
て
、
「
別
世
界
巻
」
（
関
西
大
学
図
書
館

所
蔵
）
と
い
う
奇
妙
な
当
世
地
獄
絵
巻
に
、
「
あ
め
や
の
地
獄
」
や
「
か

ふ
き
役
者
の
地
こ
ぐ
」
な
ど
、
風
刺
と
滑
稽
あ
ふ
れ
る
戯
画
を
描
い

て
い
る
。
そ
の
軽
妙
酒
脱
な
戯
画
狂
画
は
、
わ
ず
か
に
蕪
村
の
影
響

を
灰
め
か
し
、
生
涯
は
不
明
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
享
和
元
年
に
兼

葭
堂
と
出
会
っ
て
い
る
。
ま
た
、
兼
葭
堂
に
害
を
学
ん
だ
西
竹
玻
（
一

七
七
九
’
一
八
四
三
）
は
、
絵
画
を
浜
田
杏
堂
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ

る
が
、
遣
存
す
る
作
品
は
少
な
い
。
伏
見
町
心
斎
橋
東
で
暮
ら
し
た

中
井
藍
江
（
一
七
六
六
’
一
八
三
○
）
も
本
格
的
な
文
人
を
志
向
し
た

写
生
派
の
重
鎮
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
の
一
点
で
、
関
西
大
学
図
書

館
所
蔵
の
「
槙
桧
群
鹿
図
屏
風
」
は
、
大
坂
四
条
派
の
特
質
を
明
ら

か
に
す
る
金
屏
風
だ
と
い
っ
て
よ
く
、
大
き
な
余
白
を
用
い
た
作
風

が
そ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
四
条
派
に
文
人
画
を
加
味
し
た
藍
江
の
作

品
は
数
多
く
遣
存
し
て
い
る
が
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
拙
い
作

品
も
か
な
り
あ
る
。
さ
て
、
南
本
町
に
住
居
を
構
え
た
気
骨
あ
ふ
れ

る
十
時
梅
圧
（
一
七
四
九
’
一
八
○
四
）
は
、
細
合
半
斎
ら
と
も
交
流
し
、

力
の
あ
る
特
異
な
作
風
で
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
版
本
作
家
の
竹
原
春

朝
斎
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
道
頓
堀
に
暮
ら
し
、
『
摂
津
名
所
図
絵
』

の
著
者
と
し
て
学
識
を
露
に
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
兼
葭
堂
と
の
合
作

『
山
海
名
産
図
絵
』
の
著
者
で
堂
島
に
住
ん
だ
蔀
関
月
（
一
七
四
七
’

一
七
九
七
）
も
狩
野
派
に
学
ん
で
い
る
が
、
独
自
に
和
漢
の
絵
画
を

研
究
し
て
一
家
を
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
満
金
屋
橋
の
鼎
春
嶽

（
一
七
六
六
’
一
八
二
）
は
、
五
岳
に
絵
画
を
学
び
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
○
）
刊
行
の
『
浪
華
郷
友
録
』
に
は
書
家
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
南
木
綿
町
に
住
ん
だ
葛
蛇
玉
（
一
七
三
五
’
一
七
八

○
）
で
あ
ろ
う
。
蛇
玉
の
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
わ
ず
か
に
四
点
し
か

紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
山
高
水
長
図
」

は
、
中
国
絵
画
の
日
本
化
を
典
型
的
に
示
す
長
崎
派
絵
画
と
し
て
興

味
深
い
。
ま
た
、
高
津
南
瓦
屋
町
に
住
み
、
兼
葭
堂
と
深
い
親
交
で

結
ば
れ
て
い
た
黄
檗
僧
の
鶴
亭
（
一
七
二
二
’
一
七
八
五
）
は
、
中
国

の
沈
南
蘋
の
作
風
を
京
大
坂
に
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
青
年

時
代
に
、
少
年
の
兼
葭
堂
に
絵
画
を
教
え
た
と
い
う
。
加
え
て
、
西

天
満
に
一
時
暮
ら
し
て
い
た
岡
田
米
山
人
（
一
七
四
四
’
一
八
二
○
）

も
兼
葭
堂
と
は
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
。
米
山
人
に
は
、
息
子
の
半

江
と
並
ん
で
贋
作
が
多
い
。
切
れ
味
の
よ
い
岡
田
半
江
（
一
七
八
二

’
一
八
四
六
）
の
山
水
図
に
は
、
も
っ
と
高
い
評
価
を
与
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
摂
津
池
田
の
画
家
で
、
蕪
村
を
慕
っ
た
上
田
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耕
夫
（
一
七
五
九
’
一
八
三
一
／
二
）
の
作
品
は
、
遣
存
す
る
数
が
き
わ

め
て
少
な
く
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
寿
福
図
」
は
、
蕪
村
に

倣
っ
た
耕
夫
屈
指
の
絵
画
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
赤
い
模
様
を
配

し
た
珍
し
い
描
表
装
の
美
し
さ
に
は
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
る
。
以
上

の
大
坂
の
画
家
以
外
に
、
兼
葭
堂
と
親
交
を
温
め
た
画
家
と
し
て
は
、

伊
勢
長
島
の
藩
主
で
あ
っ
た
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四
’
一
八
一
九
）
の

名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
雪
斎
は
、
沈
南
蘋
の
影
響
を
受
け
た
写
生
的

な
花
鳥
図
や
動
物
図
な
ど
で
知
ら
れ
る
が
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）

に
財
産
没
収
の
罪
を
負
っ
た
兼
葭
堂
を
、
伊
勢
長
島
領
川
尻
村
に
引

き
取
っ
て
庇
護
し
、
文
人
仲
間
の
友
情
と
信
義
の
厚
さ
を
身
を
も
っ

て
実
践
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
当
時
の
文
人

交
流
の
社
会
に
お
い
て
、
兼
葭
堂
の
存
在
の
重
み
を
如
実
に
示
す
出

来
事
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
兼
葭
堂
と
交
流
し
た
画

家
た
ち
の
事
績
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
今
日
、
そ
の
名
前
さ
え
忘

れ
ら
れ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
の
大
坂
の
画
家
た
ち
が
、
如
何
に
学

識
が
深
く
、
ま
た
多
彩
多
芸
で
、
当
時
の
文
人
仲
間
の
交
友
が
、
ど

れ
ほ
ど
豊
か
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
に
つ
け
て
も
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヒ
リ
ア
ー
言
鼻
雷
三
の
『
）
ら
の
欧
米

の
日
本
美
術
史
研
究
家
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
、
大
坂
の
四
条
派
画

家
の
作
品
研
究
を
旺
盛
に
行
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
を
は

じ
め
、
欧
米
各
地
の
美
術
館
が
、
多
数
の
兼
葭
堂
周
辺
の
大
坂
の
絵

画
、
画
帖
、
刷
物
、
版
本
な
ど
の
資
料
を
収
集
し
続
け
て
き
た
こ
と

は
性
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
者
が
金
銭
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
の
は
下
品
で

あ
る
、
と
い
う
学
問
神
聖
視
の
風
潮
を
気
に
せ
ず
に
言
及
す
れ
ば
、

兼
葭
堂
と
そ
の
周
辺
の
大
坂
の
画
家
た
ち
の
作
品
価
格
は
、
か
な
り

廉
価
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
の
異
常
な
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
現
在

で
さ
え
、
戦
後
日
本
の
抽
象
絵
画
が
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
で
、
一

千
万
円
を
遥
か
に
越
え
る
高
値
で
購
入
さ
れ
、
ま
た
、
大
正
期
の
洋

画
家
椿
貞
雄
の
油
彩
画
小
品
が
、
東
京
の
画
廊
で
五
百
万
円
と
い
う

恐
ろ
し
い
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
江
戸
後
期
の
大
坂

の
文
人
画
で
、
ほ
と
ん
ど
作
品
が
遣
っ
て
い
な
い
少
林
（
生
没
年
不
詳
）

の
洗
練
さ
れ
た
六
曲
一
双
屏
風
が
、
わ
ず
か
に
数
十
万
円
で
も
引
き

取
り
手
が
な
く
、
ま
た
、
八
木
巽
処
他
の
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
の

肉
筆
作
品
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
小
遣
い
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
今
な
お
江
戸
時
代

の
絵
画
を
正
当
に
評
価
で
き
な
い
日
本
文
化
の
貧
し
さ
を
い
や
で
も

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
全
国
各
地
の
美
術
館
は
、
作
品
の
質
と
価
格
の

関
係
を
真
剣
に
議
論
し
て
収
集
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

近
世
絵
画
と
近
代
絵
画
の
価
格
の
不
均
衡
に
つ
い
て
は
、
価
格
暴
騰

の
原
因
と
な
っ
た
一
九
八
○
年
代
以
降
の
美
術
館
の
収
集
活
動
に
も

大
き
な
責
任
が
あ
り
、
猛
省
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
や
は
り
そ
の
時
期

に
、
美
術
館
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
筆
者
自
身
、
自
戒
を
込
め
て
の

発
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
近
代
社
会
の
大
き
な
歪
み
が
反
映
さ
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れ
て
い
る
社
会
現
象
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の

近
代
社
会
は
、
中
国
的
な
学
問
や
教
養
の
多
く
を
捨
て
去
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
ら
の
絵
画
に
書
か
れ
た
画
題

や
賛
や
漢
詩
、
ま
た
風
格
の
あ
る
蒙
刻
に
よ
る
印
章
、
さ
ら
に
は
、

親
し
い
友
人
た
ち
に
書
き
送
っ
た
日
常
の
手
紙
で
さ
え
、
正
確
に
読

み
下
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
失
っ
た
も
の
の

大
き
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
な
お
、
こ

れ
ら
兼
葭
堂
の
時
代
に
お
け
る
、
大
坂
の
文
芸
の
宝
庫
、
中
で
も
大

坂
画
壇
の
絵
画
を
謙
虚
に
顧
み
て
、
そ
こ
か
ら
多
く
を
学
び
と
ろ
う

と
す
る
人
は
、
専
門
の
研
究
者
を
見
渡
し
て
も
、
残
念
な
こ
と
に
、

き
わ
め
て
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
教
授
）
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